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1930年代におけるムスリム同胞団

古　林　清　一

は　じ　め　に

　Fムスリム同胞囲」（lkhwan　al－Muslimin）は，エジプトのイスマイリアの町で，　Hasan

al－Banna’（1906－49）によって，1928年に創設された後，1930年代から40年代にかけて，

急速に発展し，エジプトで最大の宗教団体，政治獺体に発展したものである。その活動の簸

盛期である1949年には，活動的なメンバーの数は約50万人，岡調者の数は約50万人，支

部の数は約2，000に達したと考えられるのである［Mi宅ch醗1969：328］。この強力な団体は，

現代のイスラーム原理主義運動の起源をなす運動として知られている［山内騒之　1983：61－

93］。この小論においては，1940年目のこの団体の活動の最盛期を扱うのではなくて，この

錯体の形成期であった，1930年代を取り上げつつ，政治史的立場からよりは，より社会史

的視点からこの団体の形成事情の考察を試みるものである。

　まず，この団体についての学説史を瞥見すると，ナセル政権期の見解として，例えば，

Safranはムスリム同胞団の台頭に背後に見られる潮流として，30年代のエジプトではイス

ラーム圏帰の現象が見られるが，それは1920年代の西欧的思想潮流に対して，「反動的側

面」（Reactionary　Phase）であるとし，この思想潮流の政治的表現である，ムスリム耳門

団の持つ暴力的傾向の危険牲を指摘している　［Safran　1961：231］。このような見解に対し

て，近年の研究では，1930－40年代のエジプトでは，公教育の普及に伴い，公教育を受け

た新しいエフェンディーの階層の社会的台頭の見られることが指摘され，ムスリム同胞隅の

活動はこの階層の宗教運動として，位置づけられている［大塚　1989：245－51；Gershoni

aRd　Jankowski　1995：7－16］。さらには，1940・一・70年代には，ムスリム同胞脇および現代

エジプトの急進主義者たちの社会的支持基盤は専門職的都市中流階級に求められている

［Davis：1984：140－45］。つまり，ムスリム岡胞団の台頭という現象は単なる反動的現象で

はなく，エジプトにおける近代社会の形成に伴って生じた現象であるということである。

1　サラフィーや運動とバンナー

　このムスリム岡胞灘の運動の思想的淵源として，Muhammad‘Abduhα849－1905）や

Rash1d　Rida（i　865　一　1935）らによって展開された，サラフィーや運動があることは研究史
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的にも言われてきたことである。特に，リダーとバンナーの蘭係については今までにも敢り

あげられている［Safran　l961：232；山内謡之1983：67－8］。そこで，この両者の関係の考

察から入ることとしよう。アブドウフやリダーの基本的主張は，イスラームは近現代におい

ても有効であり，双方の価値の間には矛盾はないということであった。まず，アブドウフと

リダーによって行われた主張に，イスラームには「宗教的権力」（al－sulta　a1－dlniyya）は

ないという主張がある。この主張は，1902年，アブドウフとFarab　Antan（1874－1922）

との間で行われた有名な論争で取りあげられている。この際，キリスト教とイスラームにお

ける，宗教と政治との関係が論じられ，両宗教の違いが論じられている。アブドウフはキリ

スト教における教皇剃に晃られるような，聖職者，祭謂の果たした弾琴を批判し，イスラー

ムにはそのような「宗教的権力」はないとする。イスラームにおいては信徒の精神，魂の次

元を支配する「宗教的権：カ」なるものはないと論じている［古林　1998：29　一　30］。このこ

とは，イスラームにおいては，信仰者と神との聞に立つ中間的権威を認めないということで

ある。この主張を徹底していけぼ，イスラームにおいては，聖職者の果たすべき役割はいら

ないということになるから，ウラマーの権威をそのものを否定し，エフェンディーのような

「俗人」のイスラームの可能性を導くことになるであろう。

　今一つの問題として，正しいイスラームを実現する，真のムスリムたちを意味する言葉と

して，リダーはジャマーア（lama‘a）という書葉を使っている◎彼はジャマーアと呼ばれ

るムスリムのグループとそのリーダーとしてのイマームの存在について論じ，彼らをムスリ

ムのウンマが分裂に瀕した場合，救済者としての役罰を演じるものとして期待していたの

だった。彼らこそ，ウンマの権力の保持者たるべきであった［Rida　1923：13－5］。これは，

ムスリムの申でも，いわば，前衛的で，ウンマの核をなす人々を指す言葉である。現代にお

いても，MawdEdiのJama‘at－e　Is｝ami（ジャマーアテ・イスラーミー），現代エジプトの

過激派，al－Jama‘at　al－lslamiyya（イスラーム集醐）のような組織の名称の場合などにこ

の図葉は使われている。リダーはこのジャマーアと呼ばれるグループを実際に作ろうとし，

1909年頃から1912年頃にかけてこのグループを実現するための響動を行った。「宣教と指

導の協会」（Jam‘lyya　a1－da‘wa　wa’1－irshad）という組織を作り，その詳細な綱領も作られ，

イスラムを宣教していく人々を育てるための学校も設立された［MR14：35－6，52－3，114－

20，785　一　9］。しかし，19王4年頃には，この試みは失敗に終わったのだった［古林　1991：

10－12］。結局，リダーのジャマーア育成の努力はペーパー・プランのままに終わったとい

うことである。

　このようなサラフィーヤの思、想はバンナーの場合にはどのような形で影響していくことに

なっていくのだろうか。まず，1928年3月のムスリム岡胞団の結成にあたって，イスマイ

リアの英軍基地で働いていた六人のエジプト人労働者がバンナーのもとを訪れた。このこと

がムスリム皆皆國の成立を示す事件とされている。この時，バンナーはF我々はイスラーム

に奉仕する兄弟たちである。従って，我々はムスリム同胞たちである。」と解ったという
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［Mitchell　1969：8］。これが「ムスリム同胞団」（lkhwan　al－Muslimln）という名称の由

来を示す示す事件とされている。その際の両者のやりとりをバンナーのメモワールによって

見ると，この人々はバンナーを指導者とし，イスラーム，ウンマ，祖国（watan）のために

奉仕するグループの結成を求めているのであり，このグループがジャマーアと呼ばれている

のである。その後で，この人々のバンナーに対する「忠誠の誓い」（bay‘a）が行われてい

るのであり，その際には，お互いに兄弟として生き，イスラームのために行動し，そのため

にジハードを行うことが誓われたのである［Mudh．：76］。このジャマーアという言葉自体

は，バンナーが一般的に使っている用法としては，単にグループや組織を指す言葉として使

われている場合が圧倒的に多い。しかし，この場合の用法はリダーの書うジャマーアの＝ユ

ァンスがあるように思われる。

　この後，各地に同胞団の支部が作られていったが，イスマイリアの近郊の町，AbE

＄uwayrでの支部創設に関する事情をバンナーのメモワールによって見てみよう。バンナー

は単身で，この町を訪れ，この町のコーヒー・ハウスで，ここの住民たちに彼の来訪の目的

として，次のように言ったという。ヂイスラームの諸目的，諸規則は高きものである。しか

し，現在，我々の社会には，堕落，不正，悪がはびこっている。このことは，我々がイス

ラームの諸目的，－諸規則を捨てたことの結果である。だから，我々は「正しきことを命じ，

，悪しきことを禁ずる」（amr　bi’1－ma‘ritf　wa’1－nahy　a玉一munkar）ことの義務を果たさなく

てはならない。このことを行うためには，欄人的やり方だけでは十分ではない。このことを

信じ，このために質献ずる，良き人々のグループ（ジャマーア）を作らなくてはならない。

我々は彼らのことをムスリム同胞阻と呼ぶのである。」この後，バンナーはコーヒー・ハウ

スでこの町の人々を集めて説教を行ったが，入々は，モスクのイマームでもなく，スー

フィー教団のシャイフでもない，若い学校教師が説教したことに深い感銘を受けたとバン

ナーは伝えている〔Mudh．：99－100〕。

　この際のバンナーの支部結成のための単独での行動，入々に対する彼の言動，喫茶店での

説法などについては，Liaは史実かどうかを疑問としている　［Lia　1998：130　一1］。たしか

に，これらの事件の際のバンナーの言動は必ずしも史実ではなく，彼による後世の正妾化で

あろう。しかし，これらの発言は後世の彼の正当化であればこそ，ウラマーやスーフィーの

もとでの伝統的なイスラームとはっきり異なる宗教運動の意思表示を示すものである。つま

り，小学校教師というエフェンディーの行った宗教運動としてのムスリム同胞麟という，新

しい団体の宗教運動としての独自の思想的特質をはっきりと示していることは間違いないで

あろう。ここでもジャマーアという言葉が用いられている。結局，バンナーのムスリム同胞

団という組織は，リダーが思想として持っていたジャマーアという考えを実現したものであ

ると考えられるのである。

　では，バンナーはサラフィーヤの思想家たちの単なるエピゴーネンなのだろうか。サラ

フィー・一一やの思想家たちが一貫して否定的に捉えた現象に，スーフィズム，とりわけ，スt
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フィー教団の問題がある。リダーは当時のエジプトにおいて，スーフィズムと結びついた宗

教的慣行をビドアであると厳しく撹毒して論陣を張った［古林1986：89－96］。ところが，

彼がカイmのフサイン・モスクでこのような，告発を行うと，人々の怒りをかったのであっ

た［Adams　1933：189　一　90］。サラフィーや運動の思想原理によって，堕落したと見なされ

る現象を枇判ずるだけでは，決して多くの人々を結集させることはできないのである。ムス

リム同胞団の長としてのバンナーは「総導師」（al－Murshid　al一‘Amm）のタイ5ルを取っ

たが，このmurshidという言葉は弟子（murid）に対して師匠の意味でスーフィー教隙で

用いられてきた術語でもあった［Trimingham　1971：3］。そこで，バンナーとスーフィー

教醐との関係を見てみよう。

　バンナーはHi＄afiyyaという教団の熱心な信徒であった。この教団はAl－Hirlafi（1848／

9－1910）によって王9世紀末に設立され，下エジプトに広まった新興の教繊であり，i当局

に対して反抗的であった［de∫o鍛g　1978：101－3，1e7－8」。このスーフィーについて，バン

ナーのメモワールでは次のように描かれている。「正しきことを命じ，悪しきことを禁ずる」

という義務を，相手がエジプトのヘディブ（副王）Tawfiq（1879－92）であろうが，首相

Riyad　Pashaであろうが，臆することなく厳格に実施を求め，英鷹人の役人に対しては，

イスラームにおける偶像崇拝の禁止を厳格に主張した人物としてバンナーは称えている

［Mudh．：20－1］◎ここには，スーフィズムと結びついて連想されがちな，静寂主義的傾向

はなく，きわめて行動的なスーフィーの姿が描かれているのである。

　さらに，この聖者に対する，聖者崇拝の現象について，教囲の他のメンバーたちは，この

シャイフのf奇蹟」（karama）について，憾覚的」（bissi）次元について語っていたのに

対して，バンナーは「実践的」（‘amali）次元を見いだしたとする。そして，バンナーは夢

の中で，イスラームを守ろうとして悪魔と対決したが，その際，このシャイフが現れて，バ

ンナーを助けたという奇蹟について述べている。ここで雷う「実践的」とは，イスラームの

教えを賓毒すること（da‘wa）の成功と結びつけられているのである［Mudh．：22］。この

ようなメモワールの記事をみると，スーフィズムに対するバンナーの見方は彼のめざす，正

しいイスラームの確立と相容れないとは考えられてはいないのである。

　また，バンナーは14才から17才にかけて，DamaRhtwの町で学生生活を送ったが，そ

の間，ヘジラ暦134三隼（1922－3）には，‘ahdの儀礼が行われて，　murldとなり，このピ

サーフィーや教団の正規のメンバーになった。この時期はバンナーがスーフE一としての修

行に熱中した時期である。しかし，同時に，この時期は，1919隼革命が継続中であり，

wataniyyaの運動，つまりエジプト民族主義運動が行われており，バンナーはその学生運

動に積極的に参加し，そのリーダーの一人となっている。この時には，彼はエジプト民族主

義の運動に参加することは，学生として逃れることのできない義務的であると儒じていたの

だった［Mudh．：32］。つまり，スーフィズムに熱中することと政治的な民族主義運動に参

加することは両立することだったのである。
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　彼は郷里のMabmadiyyaの町での少年時代に，友入たちと幾つかの組織を作っているが，

それらの組織は「結社」（jam‘iyya）と呼ばれている。例えば，「ピサーフィーや慈善協会」

（Jam‘iyya　al一琿§afiyya　al－Khairiyya）という組織がこの町で発足し，バンナーはその書

記に選出された。その長となったのは，バンナーの生涯を通じての最大の親友であり，ムス

リム同胞國の設立後は，事務総長として，彼の腹心となった，A摯mad　Afand？al－Sukkari

であった。この組織はピサーフィーヤの教膨関係者によって作られ，イスラームの宣教

（da‘wa）を行うこととキリスト教の寛教師に対抗することを目的としていた［Mudh，：24］。

バンナーとヒサーフィーや三野との関係はムスリム同胞団の設立直後に彼がこの野畑から追

放されるまで続いたのだった［lmady　1993ほ61－2］Q

　若きBの活動にふれっっ，彼はこのような結社を一つ作ることは，徳性の陶冶において，

20嗣の「理論的」（nalari）な講義よりもより多くのことを成し遂げることができると言っ

ているのである　［Mudh，：16］。彼にとっては，実践の次元は理論の次元に優越するもので

あった。また，彼は結社の役害ijについて，次のようにも言っている。「もしも，神が望み給

い，アズハルの知的力，スーフィー教団の精神的力，イスラーム的諸集団（al－jama‘at　al－

islamiyya）の実践的（‘amali）力が一緒になっていたならば，ウンマは並び立つもののな

い者になっていただろうに」［Mudh．：27］。

　要するに，バンナーがサラフィーヤの思想から多くを学んだことは疑いがない。しかし，

サラフィーや運動は，所詮，知識人の思想運動でしがなかった。それに対して，彼は単なる

理論家ではなかったのであり，実践の領域こそ彼の本来の領域であったのである。この実践

とは，イスラームの宣教（da‘wa）のために結社の形での組織を作ることであったのである。

その粘体的形がムスリム岡胞団であったのであろう。

ff　ムスリム同胞団組織の形成

　このムスリム同胞闘が1928年，イスマイリアの町で生まれた後の，この機体の発展の歩

みを見ると，意外に緩やかなものである。この岡丸岡の規模がどの程度のものであったかは，

メンバーの数の把握が困難なため，～般には支部の数で見るのが普通である。圭931年頃に

は，重要性を持つ支部の数は，わずか三つにすぎなかった。1933年に，第一回ムスリム同

胞囲総会が開かれた時には，全エジプトに15の支部があり，ig34年の第二測総会の時には，

32の支部があった。1936庫には，支部数が目立って増え始め，100－150の支部があったと

考えられている。この1936年の時点で，ムスリム同胞団のメンバー，および暗調者の数は

数千人程度と推察されている［Lia　1998：43，94－6］。

　では，このムスリム岡胞団に参加した人々はどのような人々だったのだろうか。この創設

直後の岡胞繊においては，エフェンディーの優位が最初から確立していたようである。例え

ば，岡遡源の中心的執行機閣である，「総指導局」（Maktab　aHrshad　al一‘Amm）が1933
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年に設立されたが，そのメンバーの構成は，4名のアズハル出身者に対して，エフェン

ディー出身者が7名を占め，1935年のこの機関のメンバーの構成は，アズハル出身者2名

に対しては，エフェンディーの出身者が10名であった。そして，同胞圃の地：方メンバーに

関しては，1935年のムスリム同胞団第三圏総会への出席者および，招待されても欠席した

者の数は139名であり，そのうち，43名がシャイフであったにすぎない〔Deeb　1979：387］。

つまり，同胞國は設立の毒煙から，エフェンディー優位の構成を持っていたことは疑いがな

いようである。

　このエフェンディー優位ということと共に，今ひとつ，注意しておくべきことがある。そ

れはこの同胞団と青年たちとの結びつきである。バンナーのメモワールによれば，ポート・

サイド出身のAbmad　Afandiという名の当時，17－18才の青年がイスマイリアの町に滞在

していた。彼は同胞國の本部に出入りし，岡胞団のメンバーとなった。この青年はやがて，

郷戸の町に帰った。ポート・サイドでは，彼の回りにこの町の青年たちが集まり，この青年

たちの間に岡胞圃の教えも広まり，：支部が作られた［Mudh．：10i－2］。その後，このポー

ト・サイドの町での岡胞団の集会に，この町に隣接した，デルタ地帯の東北部である，al－

Babr　al一＄aghlr地方の出身の二人の若者，　MaりmOd　Afandi‘Abd　aレLatifと‘Umar

AfaRdl　Ghanamが参加していた。彼らはここで同胞団のメンバーになり，その後，郷里に

帰って，それぞれ同胞団の支部を設立した。その後，バンナーはこの地域の中心の町，al－

Manzalaの町の同胞団支部を訪問した。彼はこの町の有力者たちと多数の一般的儒煮たち

を前にして説教を行った。その際，人々が笑っているのを見て，その失笑の理由を聞くと，

彼らは，バンナーがもっと一年寄りのシャイフかと期待していたのに弱冠25才にも達しない

若い教師を冤て驚いたと言ったという［Mudh．：　io3－4］。これらの記事からして，ムスリ

ム同胞団の運動は，当時の人々から見ると，青年たちの運動という百新しい姓格を持ってス

タートしたのではなかったのではないだろうか。ムスリム岡胞団の設立時には，バンナー自

身が弱冠22才であり，この組織の他の指導者たちの中でも青年たちの果たした役割が大き

かったようである。

　この1920年代の末から1930年代という時代はエジプト史上，丁度，青年運動というもの

が始まった蒋代にあたっているのである。例えば，1933年に「青年エジプト」（Misr　al－

Fata）という組織が生まれたが，この組織は，　Ahmad耳usaynとFath1　Radwanという，

エフェンディー勢力の拠点である，エジプト大学出身の，当鉦22才の青年たちによって設

立された。この爾指導者のもとに執行部が作られたが，そのメンバーは20才台前半の青年

たちからなり，i日世代の脊力者たちはいなかったBankowski　ig75：14］。この組織は文字

どうり，エフェンディーの青年運動として出発したのであった。エジプトにおける青年運動

を代表する最も有名な組織は，1927年に設立された「ムスリム青年協会」（jam‘iyya　al－

Shubban　a1－Muslimin）であり，一般的には，英語名称YMMA（Young　Mens’s　Muslim

Association）として知られている。この濃縮の執行部を見ると，西欧で教育を受けたエ
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フェンディーが多くおり，しかも，当時脊力なジャーナリストや政治家を執行部に持ってお

り，強力な団体であった［Kampffmeyer　1932：193－9］。リダーはムスリム岡胞Mについ

ては，殆ど関心を持たず，マナールでも言及することがなかったが，このYMMAの設立

に対しては関与していたらしい［lmady　1993：148－9］。この協会の設立直後には，リダー

はこの協会の設立およびその綱領をマナールに記載しているのである［MR　28：788　一　92］。

　王936年には，パレスチナで「アラブの蜂起」が起こり，パレスチナのアラブを支援する

ために，エジプトのイスラム的諸団体が加わった支援組織が作られた。この支援組織を指導

したのは計時，青年運動の中で，最有力な団体であったYMMAであった。この割鍋の同

胞団は，まだエジプトでは無名な組織であったため，YMMAと協力して活動し，その威信

を利用しようとしたのであった［Gershoni　1986：379　一　82］。「青年xジプト」，「ムスリム青

年協会」，「ムスリム同胞団」はそれぞれのイデオロギーは微妙に異なっている，しかし，い

ずれも，社会運動としての次元を兇れば，いずれも青年運動としての性格を持っているので

ある。

　この1930年代前半期のムスリム岡下県においては，大勢としては，エフェンディーの優

位が確立していたとしても，青年たちがその運動を指導していくのは困難を伴ったようであ

る。同胞圃の内部においては，ウラマーのような宗教的エリートや地方社会のエリートたち

のような1日i勢力の力はまだ強かった。創設直後の，1931－32年には，同胞圃は深刻な内紛

を経験し，分裂の危機に瀕したが，それは，バンナーと旧勢力との抗争によるものであった。

また，al－Ba敏al一＄aghir地方では，その地の有力者たちが，バンナーのような小学校教師

に対しては忠誠を拒否する時様であった。そのため，バンナーはこの旧勢力の力を無視でき

ず，彼らとの妥協をはからざるをえなかったのである　［Lia　l998：60－71，119－20，132－

36］◎しかも，エフェンディーの青年運動としての岡胞繊運動は，YMMAや「青庫エジプ

肩のような青年運動の組織と競合していた。特に，カイmやアレクサンドリアのような大

都市においてはむしろ，これらの両組織の方が強力であった。「青年エジプト」は1937年頃

には，カイロ，アレクサンドりアにド緑シャツ隊」と呼ばれる強力な擬似軍事組織を持って

いた。YMMAも両都布に，強力なメンバーを持っていたと言われている［Gershoni　and

Jankowski　l995：15－6，21］。ムスりム同胞闇は対照的に，地方で生まれた運動であった。

農村社会の内部には岡僧団は浸透できなかったと言われている［Kupferschmidt王982：159

－164］。それに対して，1935－36年頃の同胞団の支部の所在地を見ると，スエズ運河地平，

Babr　al一＄agh茎r地方，バンナーの出身地である，　Bulliaira　Laなどの下エジプトの地方諸都

市が圧倒的多数を占めている　［Gershoni　i986：382，392］。同胞団はカイmのような大都市

においては，新参者であった。三932年，岡胞団の本部のカイm移転後も，この地での組織

の伸張が意外に緩やかであったのはこのためであろう。とにかく，1930年代の前半期の同

胞隙はさまざまの矛盾を内部に抱えており，まだ強力な団体にはまだ成っていなかったよう

である。
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　ところが，1930年代後半になると，同胞団は上エジプトやカイロのような大都市部など，

エジプト全土に急速にメンバーを増やしたらしい。このことを同胞麟の支部数で見ると，

圭937年に216，1940年に265，1941隼には500，1944年には1，000から1，500に増えたと推

定されている［Lia　l998：151・一・52］。この時期の支部数の増大は爆発的であり，1930年代末

には，エジプトで最大の宗教的，政治団体になっていたと思われる。この時期のムスリム濾

胞國の急速な発展の背後にある事情としては，さまざまな要因が指摘されてきた。まず，こ

の頃から，バンナーのエジプトの政界中枢部への接近が始まったということがある。つまり，

宮廷に近い衡力な政治家，‘Ali　Mahir　Pasha，当時のアズハル総：長，　Mu＄㌻afa　al－Maraghi

などのグループへのバンナーの接近が行われた［Mitchell　1969：　16－7］。さらに，近年で

は，1936－39年のパレスチナでの，いわゆる「アラブの蜂起」の事件への同胞団の関与と

いうことも強調されている。同胞団はパレスチナのアラブへの支援をエジプト人たちに呼び

かけ，支援活動を行い，このことが同胞囲の組織をエジプト国内で飛躍的に増大させた。こ

のため，わずかの支部をもち，数千人のメンバーを持っていたにすぎなかったムスりム岡胞

団は，パレスチナでのゼネストを支援した結果として，全エジプトにまたがって組織を持ち，

数万人のメンバーを持つ巨大組織に成長したと見なされている　［Gershoni　1986：382］。そ

こで，この組織の拡大に痒って，同胞団の内部的組織のあり方がどのように変化したかを考

えてみよう。

　同胞繊の青年組織として有名なものに，a｝一Jawwalaという組織がある。この組織は青年

たちの肉体的読練，スポーツ活動などを行う組織であり，スカウト運動の組織でもあった。

この組織は同胞団の行う大衆集会や儀式などの主催を行ったり，擬似軍事組織として他の組

織との「軍事的対決」の実行部隊としての機能も果たしたのであった［Mi£chell　1969：200

－3］。この組織はムスリム同胞団の設立当初より，イスマイりアで活動しており，firqa　a1－

ra樋a玉a（遠足グループ）と呼ばれていたが，それは青年たちの肉体的訓練とジハードの義

務を彼らに教えることをめざして作られたのであった〔Mudh．：103」。この事体は主として

青年たちを対象として作られ，岡胞隙以外の人々の目をひく，同胞随を代賛する組織として

重要な緩織であった。しかし，この1930年代の後半期にはもう一つの幹部組織が作られた。

　すなわち，ヂ大隊」（al－Katiba，　pl．　al－Kata’ib）と呼ばれる組織の誕生である。この組織

の誕生の背景には，同胞窟組織が巨大化するに伴い，バンナーとメンバー，特に幹部メン

バーとの直接的接触によって組織を統御することは不可能になったという事情があった。

1936　一　37年差大学生などの新メンバーの流入の後で，同胞団の運動の目的と意味を教育す

ることの必要姓が感じられ，1937奪秋にこの「大隊」という組織が発足した［Mitchel1

1969：196］。この大隊の発足という措置は岡動画運動の発展について，三つの段階のコース

を取って発展するというバンナーのとらえ方と結びついている。つまり，第一段階は「知る

こと」（ta‘rif）の段階であり，岡電磁の内部および外部の人々に同胞団の患想や目的を知ら

せる段階である。第二段階は「形成」（takwln）の段階であり，これらの思想を体現する効
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果的な組織を作り，維持する段階である。そして，最後の段階は「達成」（tanfldh）の段階

であり，同胞団の思想を実現する段階である。大隊の設立は閥寝酒運動が第二段階に鋼達し

たことを示すものとされたのである［Mitchell　1969：13－4，1971。この第二段階，「形成」

の段階においては，献身的な同胞団幹部を育てることの努力が行われた。大隊は18才から

40才までのメンバーから構成され，全部で12，eOO名のメンバーを育てることがめざされた。

このメンバーたちは週ごとに徹夜の勤行を行い，ジクルなども行われた　［Lia　1998：172－

3］o

　同胞団運動が第工段階に入ると共に，運動は宗教的，文化的，教育的次元に関わる「一般

的宣教の領域」から政治的次元に関わる「特殊的な宣教の領域」へ移らなくてはならないと

バンナーは論じた。すなわち，単に「話すことの宣教」から「話すことと闘争，実践的行為

を組み合わせた宣教」に移らなくてはならないとされたのである。瀬野すれば，「宣書的宣

教」（da‘wa　qawliyya）から「実践的ジハード」（jihad‘amali）へ移行するということで

あった［Gershoni　1986：383］。つまり，この新射影に入るに伴って強調されているのは，

同胞団の思想や目的を単に広めるだけでは不十分であり，政治的行動の重視ということが強

く打ち出されているということである。

　このような新しい路線が打ち出されてくるに伴い，同胞國の社会的支持基盤も変わってく

ることになる。従来，同胞団の組織，ことに地方組織においては，地方社会の衡力者たちや

宗教勢力の有力者たちの勢力がまだ強くて，支部の指導的職を彼らが占めており，エフェン

ディーたちの力が抑えられていた。ところが，1938年から39年にかけて，バンナーは同胞

随の組織改革を行った。この時の組織改革においては，これらの保守的な勢力を名誉職のよ

うな地位に追いやった。この有力者たちはムスリム同胞阻の政治的立場が急進化し，政府と

の対決も生じてくると，彼らはその新しい事態に対応できず，同胞圃の指導者としての適格

牲が疑われるようになった。その代わりに，階級や社会的地位に関わりなく，実績によって

ポストが与えられるという，青年たちに魅力的なシステムが導入されたのである［Lia　1998：

186　ww　9　］o

　このように，旧勢力の駆逐が行われると共に，新しい勢力の台頭が見られるようになる。

このig30年代の後半においては，青年たち，ことに大学生たちに対して，バンナーはきわ

めて強い関心を示すようになった。ムスリム同胞団に対する大学生の最初の入会は，1933

年であったが，以後，30年代後半には，大学生の同胞國への入会が増え，岡胞団もこのメ

ンバーの加入に強い関心を持つようになる。30年代末から40年代にかけて，学生問題は岡

胞隙においても最重要な課題の一つとなった。岡胞随は学生の隅塵事組織への取り込みのた

め，他の政治的グループが重視しなかった，中等学校レヴェルへの浸透も図るようになった

［Lia　1998：i82－4］。同胞団への学生の入会者については，詣初は，アズハルの学生の方が

多かったが，40年代，大戦後には，世俗的学校の学生の方が上露るようになった

［Abdallah　i985：46－7］。エフェンディーの学生の優位は，長い疇聞的経過を必要とした
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ということである。しかし，3G年代の末までには，当疇の青年運動の有力國体である，「青

年エジプ碍とムスリム同胞國の間で学生活動家たちを巡って争いがあり，結局，ムスリム

雨痕団の方が学生メンバーの取り込みに勝利したのであった［Jankowski　1975：39　一　40］。

このように，1930年代末にムスリム同胞醐の打ち出した新路線は，政治砥体としての同胞

団の方向をめざすものであり，旧勢力の駆逐に伴い，若い青年たちが，幹部として強いリー

ダーシップを持つ大衆的団体への変容が起こったということである。

　次に，この時期のイデオロギー的側面を見てみよう。この頃に書かれた「青年たちに向け

て」（lla　Shabab）という論説で，バンナーは次のように論じている。まず，思考というも

のが成功するためには，四つの椎があるとする。すなわち，信仰（lmaR），誠実さ

（ikhlas），情熱①amasa），行動（‘amal）である。これらはいずれも，青年の特性である。

この全ては若者にしかないものである。普も今も，全てのウンマにおいて，青年が再生

（nahda）の柱である。現在，世界の全てが混乱状態にあるが，この救済策はイスラームし

かない。面訴たちはこのイスラームのメッセージ（risala）の松明（mash‘al）を持ち，そ

れを告知する出たちであるとするのである［M：173，176］。このように青年たちに対して強

い期待感を表明している。

　現在，ムスリムたちに課せられていることは，まず，イスラームとは何かを人々に知らせ

ることである。このことが我々の思考の「理論的部分」（al－juz’a王一nalari）である。次い

で，我々はこれを実行しなくてはならない，　これが思考の　「実践的部扮」　（a肩疑z’aF

‘amall）であるとするドM：175－6］。ここでも，理論的次元に対して実践的次元の優位が

示されている。そして，これら全てのものの基礎として，コーラン，スンナと共に，ウンマ

のサラフの純粋な行動様式（slra）を挙げる。そして，有名となった，同胞団の合い霜葉を

挙げている。「アッラーは我らの罠的であり，コーランは我々の憲法であり，使徒は我々の

指導者（za‘lm）であり，ジハードは我々の道であり，アッラーの道において死ぬことは

我々の最：高のあこがれである。」［M：176］。

　そして，彼は宗教と政治との分離は，hanlfのイスラームの教えにはないと論じ，いわゆ

る政教分離の考えを否定する。そして，ムスリム岡胞団が「デルヴィシュのグループ」であ

ると血判する者たちに対する反論が行われる。このようにイスラームを見ることは，関心領

域が，礼拝，断食，ジクルなどの，いわゆる「宗教領域」だけに限定されることになる。し

かし，このような形はイスラーム初期の正しいムスリムたちの取ったことではない。彼らは

狭い意味での信仰生活だけではなく，罫祖国」（watan）やヂ民族主義」（jinsiyya）などの

諸問題にも関心を持っていたのである。彼らはイスラームを実践的で同蒔に精神的でもある

組織であると儒じていたのであり，宗教であり，国家であり，コーランであり，剣でもある

と信じていたのである。そして，イスラーム初期の預欝者の「教友」（a的ab）たちは「夜

は修道士（ruhban），昼は騎士（fursan）」であったとするのである［M：179　一　180］。そし

て，青難たちに対してムスリム岡胞団の教えに従うように求あ，そうするならば，「神は最



193G矩代におけるムスリム岡胞団 77

初の世代において，汝らの先祖たち（aslaf）において実現したように，汝らにおいて，神

の望むことを実現するであろう。」とするのである。そして，最後に「大隊」の果たすべき

役割に期待を表明している［M：i81］。

　このように，バンナーは宗教と政治の分離に反対し，政治的実践を求めており，特に，青

年たちに，教友だちのようなサラフたちをモデルとして生きることを説いているのである。

この青隼たちこそ，ウンマの再生をもたらす存在として期待されたのである。ここで，ムス

リム青年たちの理想像として提示された「夜は修道士，昼は騎士」というイメージは一見，

西欧中世の修道騎士団を想起させるかもしれない。しかし，このイメージは1934年に書か

れた，バンナーの初期の論説「我々は何に対して人びとに呼びかけをするべきか」（lla

Ayyi　Shay’Nad‘a　al－Nas）にも書及がある。

　そこでは教友だちは，夜は現世の誘惑を避けて生活し，夜明けと共に「ジハード戦士た

ち」（mujahldia）に対して呼びかけのトランペットが吹き鳴らされると共に，戦場に赴い

た戦士的人聞として描かれている　［M：43〕。つまり，このイメージはジハード戦：士たちの

イメーージであるということだ。ここで説かれているのは，ジハード遂行者たることを青年た

ちに求めているということだ。

　そこで，この時期のバンナーの思想におけるジハードについて考えてみようQイスラーム

の古典的法理論では，ジハードは「集國義務」（fard　kifaya）であり，ウンマの誰かがその

義務を果たせば，他のメンバーはその義務を免ぜられる義務である　［TyaR：1965：539］。

それに対して，バンナーはまず，次のように論じている。イスラーム的宗教を寛喫するため

のジハードはアッラーがムスリムたちに命じた「宗教的義務」（farida）である。それは断

食や礼拝，巡礼，喜捨などと同様に義務である［M：42］。そして，その義務について，「社

会的義務」（al－muhamma　al－ijtima‘iyya）と「個人的義務」（al－mubamma　al－fardiyya）

という術語が使われて議論が展開されている。ジハードが属する，「社会的義務」はムスリ

ムたちが隅結し，入墨を解放し，正しい道に導く解放の軍隊になるようにするたあにアッ

ラーによって命じられたものであるとされる。それは断食や礼拝のような「個人的義務」と

矛盾するものではないとされている［M：42－3］。とにかく，この1934年の時点では，二

つのカテゴリーの義務の間に矛盾はなく，ジハードの「個人的義務」であることが強調され

る方向が見られる。この時点では，全ての人々が義務の遂行を求められる，法理論の上での

「個人義務」（fard‘ain）という表現は明言されていないが，その方向へのバンナーの意見が

表明されている。次いで，1935年，ムスリム同胞団第三回総会の決議においては，同胞団

のメンバーは四つのランクに分けられた。「援助者的同胞」（akh　mttsa‘id），「岡垣的同胞」

（akh　muRtasib），「活動的同胞」（akh‘amil），そして，最後のランクが，「ジハード戦士」

（mujahid）と呼ばれている　［Mudh．：王93－4］。ここでは，ジハード戦士が単なるイメー

ジとして描かれるだけでなく制度化の試みが見られるということである。

　1936年に，パレスチナでの「アラブの蜂起」が起こると，バンナーはパレスチナ解放の
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ため，アラブ世界の若者たちに対して，ジハード戦士のグループを組織し，戦うことを呼び

かけた［EL－Awaisi　1992；240－1］。この「アラブの蜂起」のさなか，1938年には，ムス

リム同胞國はパレスチナのためのジハードは全ムスリムのための「個人義務」（fard　ain）

であることを礎材し，パレスチナでの義勇軍への参加を呼びかけるに至ったのである

［Gershoni　l986：384］。このジハードの「個人義務」化の方向は現代エジプトの過激派にお

いても指摘されている点でもある　［中田　1996：109－1103。このようにイデオロギー面で

は「ジハード戦士」の育成ということが，この1930年代後半期に見られるのである。

結びに代えて

　1930年代後半には，青年たちがジハード戦士たちとして育成され，彼らのリーダーシッ

プのもとでムスリム岡胞団はエジプトにおける最大の政治的，宗教的蘭体となり，大衆的団

体へと発展した。バンナーはジャッワーラ，ド大隊」に対しては強力なコントm一ルを行う

ことができた。しかし，40年代に移行するにつれ，今まで，岡胞団の発展を支えてきた青

年運動に対するバンナーのコントm一ルが困難になっていくようである。

　つまり，1939－40年にかけて「ムハンマドの青年たち」（Shabab　Mu摯ammad）という

青年グループがバンナーと同胞団に対立し，離反した。さらに，40年代に作られた「特瑚

組織」（a至一ni須m　a至一kha§＄）や「秘密装置」（al－jihaz　a1－sirri）という名称で知られている

青年組織は，大戦後にテロ活動で知られる，非公然組織であるが，彼らのコントm一ルにバ

ンナーが苦慮しなくてはならなくなる。バンナー一にとって歌聖たちは，もろ刃の剣とでも言

うべき存在であったのであろう。
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